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2019 年 6 月 9 日（日）KKR 札幌医療センター

において令和元年度公益社団法人北海道臨床工学

技士会総会が開催されました。審議事項、報告事項

の各議案に関して委任状による出席者を含め過半

数を超えた会員より承認を頂き成立しました。 

 ご多忙な時期にも関わらず、御協力いただいた会

員の皆様に御礼申し上げます。 

 出席者数 

会員総数名（1250 名 令和元年 5 月 10 日現在） 

出席者数名（638 名 うち委任状出席 602 名） 

 審議事項 

第 1 号議案 平成 30 年度事業および収支決算報告 

第 2 号議案 平成 30 年度監査報告 

 報告事項 

令和元年度事業計画報告 

令和元年度収支予算報告 

広報 東 

挨拶をする大宮会長と会場風景 

 

2019 年 6 月 8 日（土）旭川市の道北アークス大

雪アリーナにおいて、旭川市健康まつりが開催され

ました。北海道臨床工学技士会からは、『足の血流

測定』として皮膚潅流圧（SPP）の測定を行うブー

スを設け参加しました。また、臨床工学技士を題材

とした『いのちのエンジニア』の紹介や、公益事業

の 1 つである AED の日常点検の啓発を通して北海

道臨床工学技士会の紹介を行いました。健康まつり

への参加は今年が初でしたが、SPP は一般の検診で

行う機会が少なく、興味を持たれた方も多く短い 
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 胆振地区の被災状況について、日高町立門別国民

健康保険病院 副臨床工学技士長の亀田先生から、

被災地域での血液透析治療をどのように実施した

か、その対応や経験を通して気付いた課題点につい

てご講演していただきました。停電により電話が不

通となり、連絡手段に苦慮したことなどが今後の検

討課題であると述べられていました。 

 シンポジウムでは、「震災時の透析施設における

各施設の対応～透析患者を受けた側、送った側とし

て～」と題して、4 施設の講師から講演があり、各

施設の立場から震災時の対応についてディスカッ

ションがおこなわれました。受け入れた側では、透

析条件の確認や、使用物品の調達、透析時間の調整、

勤務スタッフのシフトなど、多くの問題と向き合い

ながら対応をしたというお話しを伺う事ができま

した。それぞれの立場で経験したことを振り返るこ

とで、お互いの課題点について把握することがで

き、今後どのような対策を講じる必要があるのかが

分かる良い機会となったと感じました。 

危機管理委員会からは、國木委員長が北海道臨床

工学技士会の災害時情報共有体制についてご講演

されました。メーリングの活用や、今後各地域での 

時間の中ではありましたが SPP 体験者数 92 人、ブ

ースには 300 人以上の方にお越し頂きました。測定

を受けられたのは健康に関心が高い高齢者の方が

多く、測定の際には簡単な説明や質問を受けながら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流することができました。臨床工学技士について

知っているかという質問に対しては、知らない、名

前を知っていても業務の内容までは分からないと

返答される方が多く、まだまだ一般の方への認知度

は低いと思われました。しかし、今回初めて知った

という方も多く、今後もこのような活動を続けてい

くことで臨床工学技士をもっと知ってもらえるき

っかけになると手応えを感じました。最後に、今回

の健康まつり参加に御協力頂いた方々に感謝申し

上げます。 

広報 小玉 

 

医療安全セミナー風景 

2019 年 6 月 9 日（日）KKR 札幌医療センターに

おいて、第 14 回医療安全セミナーが開催され、現

場のスタッフやリスク管理の担当者など様々な方

に参加していただきました。今回は「北海道胆振東

部大地震の教訓を活かす」というテーマで、2018

年9月6日に発生した北海道胆振東部地震に伴う各

方面の状況や対応についてご講演していただきま

した。 

 

 

 

医療安全セミナーシンポジウム 

健康まつりでの臨床工学技士ブース 
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＜呼吸器患者ら避難 2 割未満 

   北海道地震、電源確保懸念 

 全域停電で札幌市調査＞ 

◆RMニュース◆ 
 

昨年 9 月の北海道地震で、慢性的な呼吸不全のた

め「在宅酸素療法（HOT）」で酸素を吸入したり、

人工呼吸器を利用したりする患者ら約 1300 人を対

象に札幌市が行ったアンケートで、避難行動を取っ

たのは回答者の 2 割未満だったことが 7 日、市への

取材で分かった。全域停電によるエレベーターの停

止や、避難先での電源確保への懸念などが理由だっ

た。 

 患者らは避難に伴う移動が比較的難しく、電源確

保が生命の危険に直結しかねない。電源がある避難

先の未整備や情報不足、避難時のサポート態勢の不

備で、自宅にとどまる以外の選択肢を取りにくい実

態が浮き彫りになった。 

 呼吸器機能障害の身体障害者手帳を所持する１

299 人が対象で、うち約 52％の 681 人が回答。回

答者の約 76％の 519 人が常時電源を必要とする人

工呼吸器や酸素濃縮器を利用していた。 

  

神戸市内の病院では 4 日、兵庫県の 40 代の男性

入院患者が 3 月に死亡した際に、心電図の波形など

をナースステーションに送る発信機の電池が切れ

ていたと発表した。モニターで変化を監視する必要

があったが、気付くのが遅れた。死亡との因果関係

は不明としている。 

 病院によると、男性は昨年 11 月に頸椎（けいつ

い）椎間板ヘルニアで入院。手術後に誤嚥（ごえん）

性肺炎を発症した。今年 3 月 24 日午前 1 時ごろ、

たん吸引で病室を訪れた看護師が呼吸停止に気付 

＜患者死亡、心電図監視怠る 

 神戸の病院、因果関係不明＞ 

実際に避難したのは回答者の約 17％の 120 人。

行き先はほとんどが病院や親族宅で、避難所は 1 人

だった。自宅で過ごした理由は「避難所での感染は

致命的」「避難先に電源がなければ意味がない」な

どだった。 

また、地震前から予備バッテリーや蓄電池などを

事前に準備していたのは約 9％の 64 人だった。災

害後、発電機や予備の酸素ボンベを追加するなど対

策を進めた人は約 17％の 121 人で「特にしていな

い」は約 65％の 446 人だった。停電対策製品を購

入していない理由は「高価なため」が約 34％の 232

人で最多。 

 電源が確保できる避難先の情報や予備の酸素ボ

ンベの提供を求める意見の他「エレベーターが停止

すると移動できないので、複数の支援者が必要」と

いった声もあった。 

 患者団体の日本呼吸器障害者情報センターの遠

山和子（とおやま・かずこ）理事長は「停電時はい

ち早く電源が不必要な酸素ボンベに切り替える必

要があるが、備蓄にも限りがある。被災により業者

の供給が途絶えることを想定して、今後は福祉避難

所に酸素ボンベを備蓄してほしい」と指摘した。 

 札幌市は発電機や蓄電池の他、車用インバーター

の購入を補助する。障がい福祉課の担当者は「避難

できない人への支援の必要性を痛感した。今後、避

難所の充実にも努める」としている。 

2019 年 7 月 8 日(月)配信共同通信社 

災害情報コーディネータを選出し、北海道全体での

情報共有体制づくりを進めていくとの方向性が示

されていました。 

札幌医科大学付属病院の橋本先生からは、主に

DMAT の活動について自身の活動経験を通してご

講演していただきました。様々な経験を、包み隠さ

ず話していただき、大変興味深く聴くことができま

した。また、全体を通して、災害時の正しい情報の

重要性について述べられていた点が印象的でした。 

今回のセミナーは、多数の方が参加されたことか

ら、各施設における災害対策に関する関心の高さを

感じました。今後も、このような有意義なセミナー

が開催されることを期待しています。 

ご多忙の中、ご講演頂いた先生方、参加された皆

様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

広報 東 
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****************************************** 

2019 年 8 月 25 日（日） 

「救急 CE ハンズオンセミナー2019」 

 会場 札幌医科大学 教育研究棟Ⅰ 3 階 C301 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2019 年 8 月 31 日（土） 

「旭川バイタルサインセミナー」 

 会場 旭川市大雪クリスタルホール国際会議場 

https://www.nihonkohden.co.jp/iryo/seminar/

vitalsign/20190831.html 

****************************************** 

2019 年 8 月 31 日（土） 

「CE セミナー（日本集中治療医学会 

第 3 回北海道支部学術集会同日開催）」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/2019/ 

kyuukyuu_CE.pdf 

****************************************** 

2019 年 9 月 8 日（日） 

「第 10 回北海道呼吸療法セミナー」 

 会場 北海道自治労会館 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2019 年 9 月 8 日（日） 

「第 2 回 日本 EP アブレーション技術研究会  

北海道地方会」 

 会場 ムトウ札幌本社 

https://hokkaidoepablkenky.wixsite.com/mysite 

****************************************** 

2019 年 10 月 19 日（土）～20 日（日） 

「第 6 回北海道・東北臨床工学会」 

 会場 山形テルサ 

http://ce-yamagata6.umin.jp/ 

****************************************** 

2019 年 11 月 30 日（土）～12 月 1 日（日） 

「第 30 回北海道臨床工学会」 

 会場 北海道大学学術交流会館 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

 

2019 年 6 月 9 日に行われた理事会で以下の報告

事項、協議事項がなされました。 

 

報告事項  

事務局報告 

 会員数 1257 名（+7） 

 新入会者 10 名 

 退会者 3 名 

 賛助会員 65 社 

 保険加入者 151 名  

議案事項  

 議案 1．組織図について 

議案 2．委員会委員委嘱について 

議案 3．後援依頼について 

議案 4．ちえりあフェスでの企画について 

議案 5．総務局医療機器アドバイスの件 

議案 6．HP・災害時の情報共有ツールについて 

議案 7．災害対策マニュアルについて 

議案 8．支部制導入時の備品管理について 

議案 9．医療安全セミナー開催時期 

（令和元年 11 月 17 日 KKR 札幌医療 

センターで開催決定） 

き、その後に死亡を確認。前日の 23 日午後 11 時

50 分ごろに血糖値を測定した際は異常がなかっ 

た。死因不明で、急性呼吸不全や急性心筋梗塞が考

えられるとしている。 

 死亡後に心電図を調べると、電池切れで 23 日午

後 10 時以降は記録を送信できていないことが判

明。ナースステーションにいた当直の医師や看護師

は、波形や数値がモニターに表示されていないこと

に気付かなかった。 

 電池が少なくなるとアラームが鳴る仕組みだっ

た。病院は、アラームは鳴ったのに医師か看護師が

異常がないと勝手に判断して消したとみている。電

池は 24 時間で交換する決まりだったが、これも怠

っていた。 

2019 年 6 月 5 日(水)配信共同通信社 

http://hcea.umin.ac.jp/
https://www.nihonkohden.co.jp/iryo/seminar/vitalsign/20190831.html
https://www.nihonkohden.co.jp/iryo/seminar/vitalsign/20190831.html
http://hcea.umin.ac.jp/
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このコーナーは、平成 30 年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 31年 3月に吉田学園医療歯科専門学校を卒業し、現在 JR札幌病院にて勤務中

の石灘亜依さんです。 

 

私は平成 31年 3月に吉田学園医療歯科専門学

校 臨床工学科を卒業し、4 月よりＪＲ札幌病院

に勤務しています。 

 当院の業務は透析をはじめ、手術室、機器管理、

血管造影、集中治療をローテーションで行ってお

り、現在は透析業務を中心に従事しています。 

臨床工学技士として働き始めて 2 か月が経過

し、日常業務を一通りさせてもらっています。で

すが、知識が浅く自信がないため、確認に時間を

かけてしまい、患者さんや看護師さんに迷惑をか

ける日々です。特に手技を行っている際には、一

つに集中しすぎてしまい、周囲や患者さんの状態、

変化に意識を向けることができず反省することば

かりです。そんな私に「消極的になっても何もで

きない。先輩がついてくれる新人のうちだからこ

そ積極的になんでもやったほうがよい」とプリセ

プターから声を掛けられ、少しずつではあります

が積極的に患者さんに関われるようになりまし

た。 

  

 5 月からは穿刺業務も始まり、苦痛の少ない穿

刺が課題であり目標としています。そのためにプ

リセプター指導の下、血管の観察に一番時間をか

け穿刺をしています。患者さんの中には痛みを我

慢される方もいるため、大切なことは技術に加え、

観察力やコミュニケーションも重要だと感じてい

ます。これからは技術面のみならず、患者さんが

どのように感じているかを常に考え行動に移すこ

とのできる臨床工学技士を目指し努力したいと考

えています。 

 現在は日々の業務に慣れること、知識不足を補

うための勉強に追われていますが、今後は学会や

セミナーでより多くのことを学びたいです。そし

て、今後は後輩に目標とされるような魅力ある技

士を目指したいです。また、他の医療従事者や一

般の方に臨床工学技士の役割や存在を広めチーム

医療における活躍の場の拡大のため、ご活躍され

ている諸先輩方のように北海道臨床工学技士会で

の取り組みにも携わることができるよう精進して

いきます。 
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《メディカルオンライン学会誌無料閲覧 

サービスのご案内》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「北海道臨床工学技士会会誌」に掲載された過去の論文を

電子化し株式会社メテオが提供する文献検索サイト、メディ

カルオンラインで閲覧することが可能です。 

 

2019 年度アカウントについて（2020 年 3 月末日まで有効） 

 

専用 ID：1100007199-04 

パスワード：7792mrpz 

 

当会雑誌名①：北海道臨床工学技士会会誌 

雑誌 URL： 

http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=ey2rinsy 

 

 雑誌 URL へ接続しますと、北海道臨床工学技士会会誌の

アーカイブ画面へ遷移します。画面右側の会員認証欄に上記

専用 ID/パスワードを入力後、会誌の閲覧が可能となります。 

日本臨床工学技士会より、第 64 回日本透析医学会（6 月末に開催）において、「腎代替療法専門

指導士」が創設されるとの情報を得ましたので、情報提供いたします。 

本指導士は腎代替療法の治療の質の向上を目指すものであり、看護師、臨床工学技士、薬剤師お

よび管理栄養士の国家資格を有する者が、日本透析医学会が実施する講習を受けることにより与え

られる資格です。 

また、現在、令和 2 年度の診療報酬改定に向けて様々な議論が行われるところですが、CPAD や

在宅透析の導入患者に対して本指導士が指導を行った場合において、導入期加算の増額を求める動

きもあるとのことです。 

 

なお、本指導士取得の講習受講のために職種ごとの要件が設定され、臨床工学技士においては血

液浄化専門臨床工学技士および認定血液浄化臨床工学技士、認定医療機器管理臨床工学技士を有す

る者とされる予定です。 

日本臨床工学技士会では、この制度に対応すべく、認定・専門臨床工学技士の指定講習会や検定

試験の本年度の予定を一部変更いたします。皆さまにおかれましては、趣旨をご理解の上、まずは

認定血液浄化臨床工学技士などの取得をご検討いただくよう、お願い申し上げます。 

この度の情報提供は、現時点で日本臨床工学技士会が把握する情報に基づくものであり、今後、

詳細部分につきましては変更の可能性があることをお含みおきください。 
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